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漢
代
葬
式
事
情

高
浜

侑
子

中
国
留
学
中

の
陽
春

四
月
、
指
導
教
授

の
楊
寛
老
師
、
劉
講
師
、
他

の
日

本
人
留
学
生
と
私

の

一
行

四
人

で
西
安
、
洛
陽
付
近

の
歴
代

の
陵
墓
を
巡

っ

た
時

の
こ
と

で
あ

る
。
足
を

の
ば
し

て
訪
れ
た
河
南
省
鞏
県

の
青
空
市
場

の

露
店

で
、
面
白

い
物
を
見

つ
け
た
。
そ
れ
は
龍
な
ど
を
刺
繍
し
た
四
角

い
黄

色

の
絹
布

で
、
上
部

に
黒

い
紐
が
付

い
て
い
た
。
気

に
入

っ
た

の
で
買

い
求

め
、

ホ
テ
ル
に
帰

っ
て
ボ
ー
イ
に
見
せ
、

こ
れ

は
何
か
と
尋
ね
た
と

こ
ろ
、

渋

っ
て
な
か
な

か
答

え
な
い
。
再
度
尋

ね
る
と
気
を
悪
く
し
な

い
か
と
聞
く
。

気

に
し
な
い
ど
言

う
と
、

や

っ
と
死
者

に
着

せ
る
腰
巻
き
だ
と
教
え

て
く
れ

た
。

こ
れ

は
喪

葬
を

研
究
す

る
上

で
良

い
資
料

で
あ

る
と
、

今
も
大

切

に

持

っ
て
い
る
。

ま
た
死
者

の
た
め
に
使

う
紙
銭

(
一
種

の
冥
銭
)
も
手

に
入

れ
た
。

こ
れ
は
冥
国
銀
行
発
行

の
十
元
札
と
百
元
札

で
あ

る
。

「冥
国
通
用
」

も
し
く
は

「
冥
中
受

用
」

と
記
さ
れ
、
現
世

で
は
通

用
し
な

い
紙
幣

で
あ

る

が
、
あ

の
世

で
困
窮

し
な

い
よ
う
に
、

こ
れ
を
墓
前

で
焼

い
て
死
者

に
送

る

の
で
あ
る
。

さ

て
中
国

で
は
、
今
を
去

る
二
千
年

前

の
漢

時
代

に
お
い

て
も
、
死
者

に

供
す
る
品
物
を
専
門

に
製
作
す
る
職
人
や
、
市

井

で
そ
れ
を
販
売
す

る
商
人

が

い
た
ら
し

い
。
ま
た
死
者

の
た
め

に
金
銭

を
副
葬

す
る
風
習

も
あ

っ
た
。

こ
れ
ら

の
こ
と
は
考
古
資
料
や
文
献
史
料

か
ら
推
測
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

以
下
、
漢
代

の
葬
式
事
情
を
表
す
例
を
挙
げ

て
、
そ

の
実
態
を
考
察

し

て
み

よ
う
。

『続
漢
書
』

礼
儀
志
下
及
び

そ
の
注

に
引
く

『
漢
旧
儀
』

に
よ
れ
ば
、

皇

帝
を

は
じ
め

と
す

る
支
配
層

は
、
東
園
匠
な
ど
が
管
轄
す
る
官
営

の
工
房

で

製
作

し
た
埋
葬
用
具

(例
え
ば
皇
帝

の
遺
骸
を
納
め
る
梓
棺
な
ど
)
や
高

価

な
副
葬

品
を

用
い
て
い
た
。

こ
れ

に
対
し

て
、
下

々
の
者
た
ち
は
民
間

の
工

人

が
作

っ
た
葬
式

用
品
を
商
人
か
ら
買

い
求
め

て
い
た
よ
う
だ
。
例
え
ば
、

河
南
省
洛
陽
周
辺

の
焼
溝

・
金
谷
園
な
ど

で
漢
代

の
大
墓
地
が
発
掘
さ
れ
、

墓
内

か
ら
死
者

と
共

に
納
め
た
様

々
な
副
葬

品
が
発
見

さ
れ

た

(
『洛

陽
焼

溝
漢
墓
』

・

「洛
陽
西
郊
漢
墓
発
掘
報
告
」

『
考
古
学
報
』

一
九
六
三
年
第

二
期
)
。

当
時
、

死
者

は
墓

の
中

で
生
前
と
同
様

に
生
活
を
営
む
と
考
え
ら

れ

て
い
た

の
で
、

死
後

の
生
活

に
必
要
な
品

々
を
入
れ

た
の
で
あ

る
。

こ
れ

ら

の
副
葬
品
は

一
般
に
明
器

(死
者

に
供

え
る
た
め

に
特
別

に
作
ら
れ
た
非

実
用
品
)

が
多

い
が
、

日
常
使
用
し
た
実

用
品
も
見
ら
れ
る
。

そ
の
中

に

セ

ッ
ト
に
な

っ
た
土
器
類

や
各

種

の
陶
製

明
器

が
あ

る
。
前
漢
中
期

の
焼
溝

及
び
金
谷
園

の
墓

で
は
、
鼎

・
敦

(食
物

を
盛

る
球
形

の
器
)

・
壷
を
主
体

と
し

た
礼
器

の

セ

ッ
ト
を
出
土
す

る
墓
と
、
罐

を
主
体

と
し

た
日
用
品

の

セ

ッ
ト
を
出
土
す
る
墓
が
見
ら
れ
る
。
礼

器

の
セ

ッ
ト
を
副
葬

で
き

る
の
は
、

官
吏

の
位

に
就

い
た
者
だ
け

で
あ
る
。

こ
れ
を
副
葬

し
た
墓

は
焼
溝

で
は
少

な

い
が
、
金
谷
園

で
は
比
較
的
多

い
。
さ
ら

に
倉

・
竈

の
明
器
を
伴

う
こ
と

も
あ

る
。
前
漢
後
期

に
な
る
と
焼
溝

で
は
礼
器

の
副
葬
が
増

加
し
、
金
谷
園

と
大
差
が
な
く
な

る
。
ま
た
両
地
と
も
井
戸

・
奩

(三
足
付

円
形
容

器
)

の

明
器

が
新

た
に
登
場
し
、
銅
器
や
漆
器
を
模
し
た
陶
製

の
熏
炉

・
甑

・
燈

・

盤
も
見

ら
れ

る
。
後
漢
前
期

に
は
礼
器
が
急
激

に
減
少
し
、

セ

ッ
ト
を
成

さ

な

い
こ
と
も
あ

る
。

そ
し

て
後
漢
中
期
以
降
、
礼
器
は
消
失
し
、

代
わ

っ
て
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奴

僕
俑

や
家
畜

・
家
禽
な

ど
の
明
器
が
流
行
す

る
。
発
掘
報
告
者

は
、
明
器

の
土
器

の
器
形

や
文
様
が
殆
ど
同
様

で
あ

る
こ
と
か
ら
、
当
時
洛
陽

で
は
明

器
製
造
業

が
盛

ん
で
あ

り
、
同
じ
規
格

の
品
を
大
量

に
生
産
し

て
い
た

の
で

あ

ろ
う
と
指
摘
し

て
い
る
。
ま

た
原
田
淑
人
氏
は
、
遼
寧
省
遼
陽
漢
墓
出
土

の
陶
製
明
器

に

つ
い
て
、
種
類
が
大
体
決
ま

っ
て
お
り
、
そ

の
い
く

つ
か
が

セ

ッ
ト
を
成
し

て
い
る
こ
と

に
注
目
し
、
恐
ら
く
専
門

の
業
者
が

い
て
、
平

素

こ
の
種

の
明
器

の
既
製
品
を
用
意
し
注
文
者

の
選
択

に
応
じ
た

の
で
は
な

い
か
と
推
定
し

て
い
る

(『
世
界
陶
磁
全
集
』

八

の
月
報
M
1

河
出
書
房

刊
)
。

以
上

の
こ
と
か
ら
見

て
、
副
葬
す
る
明
器
は
時
期

に
よ

っ
て
流
行
り
廃
り

が
あ

り
、
当
時

の
世
相
や
製
作
者
と
注
文
者

の
好
み
な
ど
を
反
映
し

て
い
た

と
思

わ
れ

る
。

ま
た
明

器

に
は
幾

種
類

か

の
既
製

品
が
作

ら
れ

て
お
り
、

セ

ッ
ト
売
り
も
あ
れ
ば

バ
ラ
売
り
も
あ
り
、
価
格
も
品
質

に
よ

っ
て
上

・
下

の
ラ

ン
ク
が
あ

っ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。
従

っ
て
、
注
文
者

は
商

店

の
店

頭
な
ど

に
並

ん
だ
見
本
品
を
見
た
上

で
、
死
者

の
身
分
、
家

の
格
式

、
あ
る

い
は
経
済
状
態

に
応
じ

て
適
当
な
明
器
を
選
ん
だ

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次

に
文
献
史
料
と
し

て
は
、

『
漢
書
』

に
葬
式
用
品
を
売
る
商
人
に

つ
い

て
の
記
事
が
見
え

る
。
「
韓
延
寿
伝
」

に
、
「
韓
延
寿
…
…
徙
潁
川
。

…
…
於

是
令
文
学
校
官
諸
生
皮
弁
執
俎
豆
、
為
吏
民
行
喪
嫁
娶
礼
。
百
姓
遵
用
其
教
、

売
偶
車
馬
下
里
偽
物
者
、

棄
之
市
道
。
」

と
あ
り
、

潁
川
太
守
と
な

っ
た
韓

延
寿
が
、
文
学

の
学
舎

の
諸
生
を
使

っ
て
吏
民

の
た
め

に
喪
祭

・
嫁
娶

の
礼

の
手
本
を
示
し
た

の
で
、
民
は

そ
の
教
え

に
従

い
、
ま
た
土
偶

・
木
偶

・
車

馬

の
模
型
な
ど

の
地
下

の
偽
物

(す
な
わ
ち
明
器
)
を
売
る
者
は
そ
れ
を
市

の
路
上

に
棄

て
た
、
と

い
う
。
ま
た

「
游
侠
伝
」

の
原
渉

の
伝

に
、

「
(原
)

渉

即
往
候
、
叩
門
。
家
哭
、
渉
因
入
弔
、
問
以
喪
事
。
家
無
所
有
。

渉
日
、

『
但
絮
壗
除
沐

浴
、
待
渉
』
。

…
…
賓
客
争
間
所
當
得
、
渉
乃
側
席
而
坐
、
削

牘
為
疏

、
具
記
衣
被
棺
木
、
下
至
飯
含
之
物
、
分
付
諸
客
。
諸
客
奔
走
市
買
、

至
日
映
皆
會
。
」

と
あ
り
、

原
渉
が
知
人

の
家

で
の
不
幸

に
際

し
、

食
客
た

ち
に
命

じ

て
死
者

の
衣
服
、
棺

か
ら
含
玉

(死
者

の
口
中

に
含
ま
せ

る
玉
)

に
至
る
ま

で
、
市
場

で
買

い
整

え
さ
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら

に

「酷
吏
伝
」

の
田
延
年

の
伝

に
は
、

富
豪

に
よ
る
墓

の
建
築
資
材

の
買

い
占

め
と
、

そ
れ
に
伴

う
価
格
高
騰

の
話
も
載

っ
て
い
る
。

ま
た
漢

よ
り
下

る
北
魏
時
代

の
こ
と

で
あ

る
が
、

『
洛
陽
伽
藍
記
』

巻
四

の
法
雲
寺

に
、

「市
北
慈
孝
、

奉
終

二
里
。

里
内
之
人
以
売
棺
槨
為
業
、

賃

軛
車
為
事
。
」

と
あ
り
、

洛
陽
郊
外

の
二
里

の
住

民
は
棺
槨
を
売

り
、

霊
柩

車

を
賃
貸

し
す

る
の
を
業
と
し

て
い
た
、
と

い
う
。
あ

る
い
は
漢
代

に
も
、

こ
の
よ
う
な
葬
式
業
を
専
業
と
す

る
地
区
が
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

漢
墓

か
ら
は
大
量

の
銅
銭

や
そ
れ
を
模
し
た
泥
製
冥
銭
も
出
土
し

て
い
る
。

『咳
餘
叢
考
』

に
は
紙
銭

は
魏
晋
時
代

に
始
ま

っ
た
と
あ
り
、

ま
だ
紙
が
普

及
し

て
い
な
か

っ
た
漢
代

で
は
、

紙
銭

の
代
わ

り

に
当
時
流

通
し

た
半

両

銭

・
五
銖
銭

や
泥
製

冥
銭

が
、
死
者

の
多
福
を
願

っ
て
副
葬
さ
れ
た

の
で
あ

る
。一

般

に
、

漢
代

は
厚
葬

の
風
が
盛

ん
で
あ

っ
た
。

「
厚
資
多
藏
、

器
用
如

生
人
」

(
『塩
鉄
論
』
散
不
足
)
と
あ

る
よ
う

に
、
入

々
は
身
分

の
上
下

の
別

な
く
、
異
常

な
ま
で
に
墓

に
財
力
を
傾
け
た
。

こ
う
し
た
風
潮
が
、
地
下

に

埋
納
す

る
品

々
を
製
作
す

る
職
人

や
そ
れ
を
販
売
す
る
商
人
を
支
え
た

の
で

あ
り
、

ま
た
金
銭

の
副
葬
を
行
わ
し
め
た

の
で
あ
る
。

厚
葬

は

「
事
死
如

生
」

と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
子

が
親
を
思

い
、
生
前
と
同
様

に
死
後
も
亡
き

父
母

に
仕

え
た
い
と
願

う
心
情

の
表
れ

で
あ

っ
た
が
、
ま

た
反
面
、
葬
儀

に

〈
70
頁
下
段

へ
続
く
〉
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し

て
い
る
か
ら
、

こ
れ
も
ま
た

「
感
情
」

問
題
、

す
な
わ
ち
、

著
者

が
、

「
直
接

に
答
え
」

る
必
要
あ
り
と
指
摘
す
る

「
倫
理

・
道
徳
問
題
」

で
あ
る
。

従

っ
て
本
書

は
、
「
倫
理
学
」
従
事
者

に
課
せ
ら
れ
た
責
務

の
重
大
さ
を
も
、

提
示
し

て
い
る
。

〔中
公
新
書
蜘
、

一
九
八
九
年
、
二
四
二
頁
〕

(
み
な
み

た
か
あ
き

・
倫
理
学
)

〈
65
頁
よ
り
続
く
〉

巨
額

の
財

を
費

や
し
、

「
三
年
喪
」

に
服
す

る
な
ど

の
際
立

っ
た
孝
養
を
世

間
に
示
す

こ
と
は
、
仕
官

の
道
を
開

い
た
り
、
名
声
を
得

る

(立
身
揚
名
)

た
め

の
重
要
な
手
段

の

一
つ
で
も

あ

っ
た
の
で
あ

る
。

い

つ
の
時
代
も
、
古

今
東
西
変

わ
ら
な
い
世
間
事
情

の
よ
う
で
あ

る
。

(
た
か
は
ま

ゆ
う

こ

・
考
古
学
)
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